
57

１．はじめに

　本論の目的は、2021（令和３）年度に奈良教育大学（以
下、本学と記載）で実施された「総合的な学習の時間の
指導法」の授業展開について詳述するとともに、授業実
施上の成果と課題を明らかにすることである。
　本学では、2017（平成 29）年 7 月の教育職員免許法
施行規則の改正を受けて、2019（平成 31）年度より新
たな教職科目として「総合的な学習の時間の指導法」を
開設した。本科目は 3 年生後期を標準履修時期とした
ため、実際に授業を実施したのは、2021（令和３）年
度からである。
　授業は、本学の専任教授である赤沢早人と、本学の名
誉教授であり、関西大学教授である小柳和喜雄の２名が
担当した。受講対象者の280名程度を2クラスに分割し、
全 8 回（1 単位）のそれぞれ 4 回ずつを分担して授業
を行うオムニバス形式を採っている。
　以下、本学における「総合的な学習の時間の指導法」
の教職課程上の位置づけ、2021（令和 3）年度の授業
計画および実際に展開した授業の内容・方法を述べ、成
果と課題について明らかにする。

２．教職課程上の位置づけ

２．１．「総合的な学習の時間の指導法」の新設
　周知の通り、「総合的な学習の時間の指導法」は、平
成 31 年度より全国の教職課程に設置された新たな教職
科目である。渡邊均（2020）や鈴木隆司（2021）も述べ
ている通り、1998（平成 10）年の学習指導要領改訂で
初等・中等教育に「総合的な学習の時間」が設置されて以来、
教職課程における「総合的な学習の時間」の位置づけ
が 20 年近く不明瞭であった状況を改善するという意味
では、意義ある改正である。ただ、すでに全国の教職課
程には、新たな教職科目を設置する教育課程上の余地が
少ない。本学でも同様の状況であるから、2018（平成
30）年度のいわゆる教職課程の再課程認定の際には、「総
合的な学習の時間の指導法」の設置に向けて、既存の教
職課程との微妙な調整を行わなければならなかった。

２．２．科目内容の調整
　先述の通り、全国の教職課程では、20 年近くに渡っ
て「総合的な学習の時間」の位置づけが不明瞭であった
わけだが、本学では予てより「カリキュラム論」（教職
科目、２年生後期配当、必修、２単位）、旧施行規則「教
育課程の意義及び編成の方法」区分）のなかで、一定時
間を割いて「総合的な学習の時間」の設置経緯や教育課
程上の位置づけ、目標や内容、実践事例などを扱ってき
た。新たに「総合的な学習の時間の指導法」を新設する
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　先に述べたとおり、本学では「カリキュラム論」におい
て「総合的な学習の時間」について扱ってきたわけである
が、あくまでも「教育課程上の位置づけ」にとどまるもの
であった。新設された本科目が「指導法」に位置付けられ
ていることに鑑み、実際に指導計画を立てたり、学習指
導の具体について検討したり、評価方法について考えたり
することを通じて、各教科における指導との異同につい
て考えを深めることまでをねらうものになっている。

３．３．授業計画（８回）
　１単位科目であるため、授業は全８回構成である。
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に伴い、その内容を移行するとももに、「カリキュラム論」
では新たに、2017（平成 29）年に示された「教職課程
コアカリキュラム」の内容に即した内容を展開すること
にした。

２．３．単位数
　本学の教職課程も各種の改革要求のなかですでにオー
バーロード状態にあった。このため、新設科目に２単位を
割り当てることは困難な状況であった。そこで、これまで
は２単位で実施していた「特別活動の理論と方法」を１単
位（８コマ）に減じ、生み出した１単位（８コマ）におい
て「総合的な学習の時間の指導法」を実施することにした。

２．４．配当期
　本学では原則として２，３年次に「教科の指導法に関
する科目」を配置している。また、卒業要件である「教育
実習」を３年次（原則として６月期か９月期）に配当して
いる。方法・技術面においてすでに多数の蓄積がある各教
科の指導に比べて、「総合的な学習の時間」の指導は相当
程度に応用的であり、さらに開発的でもある。このため、
新設する「総合的な学習の時間の指導法」は、原則とし
て「教科の指導法に関する科目」や「教育実習」をおお
むね履修済みである３年生後期に配当することにした。
　なお、本学では「道徳教育の理論と方法」および「特
別活動の理論と方法」も同時期に配当している。

２．５．担当教員
　担当は、教育課程および教育方法に研究・授業実施業績
のある赤沢（教育連携講座）と小柳（教職開発講座）とが
務めることになった。なお、小柳は課程認定後、本学を転
出したが、引き続き非常勤講師として科目を担当している。

３．授業計画

３．１．授業の到達目標
　授業の到達目標は次の３点である。「教職課程コアカ
リキュラム」に基づき、小・中・高校における「総合的
な学習の時間」の実施に関する基礎的・基本的な項目を
総合的に理解できるように配慮している。

１）総合的な学習の時間が設置されている意義につい
て、目標・内容・方法の各観点から端的に説明す
ることが出来る。

２）総合的な学習の時間の単元計画を策定することが
出来る

３）総合的な学習の時間の具体的な指導や評価の在り
方について、事例を挙げて説明することが出来る。

３．２．授業概要
　シラバスでは、授業の概要を以下のように示している。

表１　授業概要（令和３年度）

第１回：【赤沢】総合的な学習の時間の意義と役割
第２回：【小柳】学習指導要領における総合的な学習の時間

の位置づけ
第３回：【小柳】総合的な学習の時間のカリキュラム・マネジ

メント（指導計画と実施計画）
第４回：【小柳】総合的な学習の時間の単元計画の作成
第５回：  【小柳】総合的な学習の時間の指導「理解させる指導」

からの転換　
第６回：【赤沢】探究的な学習の過程の構成 (1)　課題設定・

情報収集
第７回：【赤沢】探究的な学習の過程の構成 ( ２)　整理分析・

まとめ表現
第８回：【赤沢】総合的な学習の時間における学習評価

　「総合的な学習の時間」（高等学校においては「総合的な探究
の時間」）は、現代日本の教育課程（カリキュラム）において
重要な位置を占めている。各教科、道徳、特別活動、そして小
学校にあっては外国語活動という各領域での学びを踏まえ、横
断的・総合的な「探究課題」に子どもたちを向かわせること
を通じて、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えるこ
とができる資質・能力の育成を図ることが求められている。　　
　これからの教師は、教科指導と生徒・生活指導のための力
量にとどまらず、子どもたちの学びを設計し、促進し、方向
づけることができる力量を持つ必要がある。「特定の学習内容
を、わかりやすく説明して、理解させる」という指導観を見
直し、次代の子どもたちを育むための教師の在り方を探究し
なければならない。
　本科目では、「総合的な学習の時間」の指導計画の立て方
や具体的な指導の仕方、そして学習活動の評価（みとり）の
方法等に関する知識・技能を身につけることを通じて、唯一
の正解が存在しないような課題について子どもたちが立ち向
かっていけるための指導の在り方について考えを深めること
を目的とする。

表２　授業計画（2021 年度）

　大別すると、小柳（第２回～５回）が「理論編」を、
赤沢（第１、６～８回）が「実践編」を、それぞれ担当
した。大まかな流れとしては、
　①　「総合的な学習の時間」を児童生徒の立場で学ん

だ経験等をもとに、その学習指導の在り方につい
ての「初期イメージ」を形成し（第１回、担当：赤沢）
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②　学習指導要領の記述等をもとに、「総合的な学習
の時間」の指導にかかる基本的な考え方を習得し
たうえで（第２～５回、担当：小柳）

③　実際に「総合的な学習の時間」の単元設計を行い、
「初期イメージ」の変容をはかるとともに、学校
現場で「総合的な学習の時間」の指導を計画する
際の構えを作る（第６～８回、担当：赤沢）

という展開を計画した。
　次に、教職課程コアカリキュラムと上述の８回の関連
について述べる。2018（平成 30）年度の課程認定受審
の際に作成した対応表は以下のとおりである。

　基本的には、一つの到達目標を 1 回の授業で達成す
るように計画するとともに、教職コアカリキュラムの目
標群の順序を全 8 回授業の展開に見立てて、「意義と原

全体目標（略）
⑴　総合的な学習の時間の意義と原理
　一般目標（略）
　到達目標
１）総合的な学習の時間の意義と教育課程において果たす役
　　割について、教科を越えて必要となる資質・能力の育成
　　の視点から理解している。２）学習指導要領における総
　　合的な学習の時間の目標並びに各学校において目標及び

内容を定める際の考え方や留意点を理解している。
⑵　総合的な学習の時間の指導計画の作成
　一般目標（略）
　到達目標
１）各教科等との関連性を図りながら総合的な学習の時間の

年間指導計画を作成することの重要性と、その具体的な
事例を理解している。

２）主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な
学習の時間の単元計画を作成することの重要性とその具
体的な事例を理解している。  

⑶　総合的な学習の時間の指導と評価 
　一般目標（略）
　到達目標
１）探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な

手立てを理解している。
２）総合的な学習の時間における児童及び生徒の学習状況に

関する評価の方法及びその留意点を理解している。

表３　教職課程コアカリキュラム「総合的な学習の時間
　　　の指導法」の目標群

表４　教職コアカリキュラム対応表

項目 ⑴ ⑵ ⑶
到達目標
／授業回 1） 2） 1） 2） 1） 2）

1 ◎
2 ◎
3 ◎
4 ◎
5 ○
6 ○
7 ○
8 ◎

目標（ゴール）、内容（テーマ）、カリキュラム（プロセス）、
指導・学習方法、主体的活動、興味関心、人との関わり

理」（第１、２回授業）→「指導計画」（第３、４回授業）
→「指導と評価」（第５～８回）と構成した。以上のこ
とから明らかなように、全８回という限られた授業回数
ではあるが、総合的な学習の時間を学校現場において指
導するための最低限の事項は網羅している。

４．授業の実際

　それでは、2021（令和３）年度に実際に行った授業
の内容・方法について、順に整理していくことにしよう。

４．１．「初期イメージ」の形成（第１回、赤沢）
　第１回授業は、新型コロナウイルス感染症対策の観点か
ら Zoom を用いた非対面双方向形式で実施した。授業資料
等は、Moodle をベースにした本学の LMS 上で提示した。
　第１回授業の主眼は、総合的な学習の時間に関する「初
期イメージ」を形成することである。鈴木隆司（2021）
や市川洋子（2020）も言うように、教職課程で学ぶ学生
であっても、自分自身が児童生徒時代に学んできた総合的
な学習の時間の学習イメージを明確に持てているとは言い
難い。このため、総合的な学習の時間の具体的な設計に入
る前に、受講生が学習者として経験してきた（はずの）総
合的な学習の時間の学習イメージを明確にさせることにし
た。全 8 回の授業は、この「初期イメージ」を契機とし、
曖昧模糊とした「なんでもありの時間」から、明確な目標・
内容・方法・評価という一連の教育課程構造を有した教育
時間であることを認識できることをめざすわけである。
　そこで、第 1 回の授業では、次のような活動を組織した。
　①　総合的な学習の時間の児童生徒用教材映像（NHK

 for school「ドスルコスル」の第１回および NHK
高校講座「総合的な探究の時間」第１回のビデオ
クリップ）を実際に見る。

　②　ZOOM のブレイクアウトルーム機能で班ごとの協
議を行い、自分たちの児童生徒時代の学習のイ
メージと教材映像の内容とを比較しながら、総合
的な学習の時間の「ポイント」を５つに整理する。

　③　班ごとまとめた「ポイント」を Padlet を用いて全
体で整理・共有する。

　受講生からは様々な「ポイント」が示されたが、それ
らを分類すると次のようなキーワードに整理できた。

　こうして確認した「ポイント」をもとに、授業の終末
段階では、④本授業を通して自分で開発していきたい総
合的な学習の時間の１単元を決める、という活動を行っ
た。受講生からは、小学校３年生から高校３年生まで多
岐にわたる単元が示された。なお、ここでの単元はあく
まで仮決定であり、本授業の展開において任意に変更可
であることを伝えて授業を終えた。



４．２．「総合的な学習の時間」の指導にかかる基本的な　
　　　考え方の習得（第２～５回、小柳）
　第２～５回の授業は、総合的な学習の時間の指導に求
められる基本的な知識の習得を主眼にし、LMS を用い
たオンデマンド形式で実施した。
LMS 上では、

①　授業のハンドアウト
②　授業動画３編（１編につき 15 ～ 30 分程度、全体で

各回 60 分程度）
③　ワークシート（授業に関する「３つの問い」への回

答、A ４用紙１枚分）

の 3 点が毎回示された。授業時間になると公開され、１
週間以内に授業動画とハンドアウトをもとに学修し、課
題を提出するというルーチンで４回分の授業を行った。
　なお、ワークシートに回答する「３つの問い」は、ハ
ンドアウトには示されていない。実際に授業動画を視聴
し、授業中に提示される問いを把握しないと、ワークシー
トに回答できない仕組みをとっている。 
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Q1

1998 年告示～ 2017 年告示の間、3 回の学習指
導要領の改訂で、総合的な学習の時間はどのよ
うに変わってきましたか。ここまでの資料に基
づき、明らかになったことをまとめてください。

Q2

総合的な学習の時間は、各教科学習、特別活動、
道徳教育とどのような関係にありますか。総合
的な学習の時間の目標などをもとに、ここまで
の資料を参考に、あきらかになったことをまと
めてください。

Q3

総合的な学習の時間の成果を生かしながら、指
摘されている課題を克服し、この時間を通じて
児童生徒に目指す資質・能力を育成していくこ
とについて考えてみましょう。どのような点に
気をつけて、また工夫をして、学校で総合的な
学習の時間を実践していこうと考えますか？

表５　第２回授業の「３つの問い」

　表３の整理から明らかなように、第２～５回の４回分の
すべてにおいて、教職課程コアカリキュラムが規定する到
達目標を満たしているばかりではなく、さらに派生的な
内容に言及されている。総合的な学習の時間の指導法に
求められる目標・内容を十分満たしているといえよう。

４．３．「総合的な学習の時間」の単元設計（第６～８回、　
　　　赤沢）
　第６回からは再び赤沢が担当した。当初は対面で実施
する予定であったが、新型コロナウイルス感染症対策の
観点から、第１回と同様、Zoom を用いた非対面双方向
形式で実施した。ただ、第８回授業については、作成し
た単元計画の発表・交流の活動を行うため、「原則として
対面」とし、十分に感染症対策を講じた講義室で実施した。
　第６～８回の授業展開は、次のとおりである。

表７　第６～８回で扱われた項目

表６　第２～５回で扱われた項目

　第２～５回の授業で扱われた内容は、次の通りである。

回 コアカリ 授業内容

２
（１）

  2）

学習指導要領、教育課程、カリキュラム、
標準授業時数、設置の経緯、教科との関係性、
目標、内容、資質・能力、「見方・考え方」、
探究的な学習の過程、学校外活動との関連、
実施事例、実施状況、成果と課題

３ （2）
 １）

カリキュラム・マネジメント、教育課程編成、
全体計画、目標設定、探究課題、資質・能力、
ESD、事例、留意事項

4 （2）
 ２）

単元構想、単元計画、指導計画、評価計画、
学習評価、アセスメント、探究的な学習の
過程と単元展開、PDCA、シングルループと
ダブルループ、ユニバーサルデザイン、認知・
非認知

5 （3）
 1）

探究的な学習（学び）、PBL、GIGA スクー
ル構想、STEAM 教育、実社会の課題解決学
習の事例、「未来の教室」における学びの姿

回 コアカリ 授業内容

６
（３）

 １）

課題：「課題の設定」および「情報の収集」
の場面の指導計画を作成しよう
１．理論的なおさえ（復習）
　・探究（的な学習）の過程
　・探究的な学習の各過程におけるポイント
　・探究課題と学習事項（例）
２．「課題の設定」場面での指導のあり方
３．「情報の収集」場面での指導のあり方

７ （３）
 １）

課題：「整理・分析」および「まとめ・表現」
の場面の指導計画を作成しよう
１．前回作成のワークシートの交流
２．「整理・分析」場面での指導のあり方
３．「まとめ・表現」場面での指導のあり方
４．演習

８ （３）
 ２）

課題：総合的な学習の時間の単元計画を完
成しよう
１．前回作成のワークシートの交流
２．新学習指導要領における新しい学習評価
３．総合的な学習（探究）の時間における新し

い学習評価
４．児童生徒の学習状況の見取り
５．学習評価から教育課程評価へ
６．最終課題の作成

　第６～８回の３回を通じて受講生がチャレンジする総
合的な学習の時間の単元設計の全体像を図１に示す。こ
れは第８回で課す最終課題として、第６回開始時に公表
しているものである。受講生は、第８回での本課題の完
成を目指して、第６回では探究的な学習の過程の「課題
の設定」「情報の収集」場面の指導計画を立て、第７回
では同様に「整理・分析」「まとめ・表現」場面の指導
計画を立てる。そして、第８回にそれらを総合し、さら
に総合的な学習の時間の目標と評価の観点を加えて、単
元としての全体性を持たせるという流れになっている。
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５．成果と課題

　第８回授業終了直後（2021 年 12 月）に、受講生
に対して Web アンケートを実施した (N=200、回答率
73%)。質問項目と回答結果は表８のとおりである。
　総じて見ると、90% を越える受講生が、授業の到達
目標の達成について肯定的回答をしている（到達目標１：
95.5％、到達目標２：93.5％、到達目標３：90.5％）。
しいて言うならば、到達目標３の回答が相対的に低いの
で、次年度以降の授業では、具体的な指導や評価のあり
方の理解をさらに深める工夫を重ねていく必要がある。
　また、第 2 ～ 5 回のオンデマンド学修についても、
84.5％の肯定的回答を得られた。なお 15％程度の学生

奈良教育大学における「総合的な学習の時間の指導法」の授業展開

 図１　授業最終課題（単元設計図）

が困難を感じていると言える。
2021 年度の授業においては、
LMS での科目登録の際のトラ
ブルなど、一部でオンデマンド
学修の円滑な履修を妨げる出来
事があったことも事実であるの
で、改善を図る必要がある。
　最後に、授業全体の満足度
は、86.0％という回答結果であっ
た。当該年度の本学授業評価ア
ンケートにおける授業満足度が
前期 85.2％、後期 90.6％であっ
たので、他の授業科目と比べて
極端に低いわけではないが、改
善の余地は十分にある。当座、
満足度 90% の獲得を目指して、
授業内容・方法をブラッシュアッ
プしていく必要があるだろう。
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Ｑ１：どの学校段階の単元計画を策定しましたか？
　　小学校：78（39.0％）
　　中学校：74（37.0％）
　　高　校：48（24.0％）
Ｑ２：総合的な学習の時間が設置されている意義について理解で

きましたか？（到達目標１）
　　できた　　　　　　　　53（26.5％）
　　ある程度できた　　　 138（69.0％）
　　あまりできなかった　 　7（3.5％）
　　できなかった　　 　　　2（1.0％）
Ｑ３：総合的な学習の時間の単元計画を策定することができまし　
　　　たか？（到達目標２）
　　できた　　　　　　　　52（26.0％）
　　ある程度できた　　　  135（67.5％）
　　あまりできなかった　　11（5.5％）
　　できなかった　　　　  　2   （1.0％）

Ｑ４：総合的な学習の時間の具体的な指導や評価のあり方につい
　　　て理解できましたか？（到達目標３）
　　できた　　　　　　　　43（21.5％）
　　ある程度できた　　　  138（69.0％）
　　あまりできなかった　   16 （8.0％）
　　できなかった　　　　 　 3（1.5％）
Ｑ５：オンデマンド学修（第 2 回から第 5 回）について、学修教　
　　　材の視聴や課題作成は適切にできましたか。
　　できた　　　　　　　　76（38.0％）
　　ある程度できた　　   　93（46.5％）
　　あまりできなかった　　23（11.5％）
　　できなかった　　　　    8（4.0％）
Ｑ６：本授業での学びについて、どの程度満足しましたか？
　　満足した　　　　　   　51（25.5％）
　　ある程度満足した　  　121（60.5％）
　　あまり満足しなかった   18（9.0％）
　　満足しなかった　　   　 10（5.0％）

表８　授業アンケート結果
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